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   第 ２ 回   熊本県議会  農林水産常任委員会会議記録 

 

平成29年４月28日(金曜日) 

            午後１時０分開議 

            午後２時47分休憩 

            午後２時54分開議 

            午前３時14分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 平成29年度主要事業等説明 

 報告事項 

  ① 熊本地震による農林水産業の被害及

び復旧・復興の状況について 

  ② 中山間地域振興対策について 

――――――――――――――― 

出席委員(８人) 

        委 員 長 山 口   裕 

        副委員長 橋 口 海 平 

        委  員 西 岡 勝 成 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 前 川   收 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 末 松 直 洋 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 農林水産部 

         部 長 濱 田 義 之 

       政策審議監 福 島 誠 治 

      生産経営局長 川 口 卓 也 

      農村振興局長 西 森 英 敏 

        森林局長 三 原 義 之 

        水産局長 木 村 武 志 

    農林水産政策課長 千 田 真 寿 

         政策監 下 田 安 幸 

      団体支援課長 杉 山 正 三 

 流通アグリビジネス課長 山 下 浩 次 

      農業技術課長 堤   友 信 

      農産園芸課長 大 島   深 

         政策監 上 田 愼 二 

        畜産課長 中 村 秀 朗 

  農地・担い手支援課長 鳥 井   修 

      首席審議員兼 

      農村計画課長 村 山 直 康 

      農地整備課長 福 島 理 仁 

     むらづくり課長 久保田   修 

      技術管理課長 今 田 久仁生 

      森林整備課長 長谷川   誠 

      林業振興課長 古 家 宏 俊 

      森林保全課長 木 下 節 夫 

      水産振興課長 山 田 雅 章 

    漁港漁場整備課長 田 尻 雅 裕 

  農業研究センター所長 下 舞 睦 哉 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 甲 斐   博 

   政務調査課課長補佐 岩 永 千 夏 

     ――――――――――――――― 

  午後１時０分開議 

○山口裕委員長 ただいまから、第２回農林

水産常任委員会を開会いたします。 

 まず、開会に当たりまして、一言御挨拶を

申し上げます。 

 第１回農林水産常任委員会で委員長に御選

任いただきました山口と申します。 

 １年間、橋口副委員長とともに円滑な委員

会運営に努めてまいりますので、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

 委員各位におかれましては、御指導、御鞭

撻いただきながら、しっかりと熊本県の重要

な産業である農林水産業の振興に努めてまい

りますので、よろしくお願いいたします。 
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 また、濱田部長を初め執行部の皆様にも、

しっかりと取り組んでいただきまして、より

よい方向性が見出せるよう、そしてまた結果

が出せるようやっていきたいと思っておりま

すので、よろしくお願いします。 

 それでは、１年間お世話になります。 

 続いて、橋口副委員長から挨拶をお願いい

たします。 

 

○橋口海平副委員長 副委員長に選任いただ

きました橋口と申します。 

 今後１年間、山口委員長を補佐し、円滑な

委員会運営に努めてまいりたいと思っており

ますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 また、委員各位、執行部におかれまして

も、御協力いただきますようよろしくお願い

申し上げます。 

 

○山口裕委員長 本日は、執行部を交えての

初めての委員会でありますので、幹部職員の

自己紹介をお願いします。 

 課長以上については自席からの自己紹介と

し、審議員ほかについては、お手元にお配り

しております幹部職員名簿により紹介にかえ

させていただきます。 

 それでは、濱田農林水産部長から順次お願

いいたします。 

  (農林水産部長、政策審議監～農産園芸

   課政策監の順に自己紹介) 

○山口裕委員長 １年間このメンバーで審議

を行いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、平成29年度主要事業等説明に入

ります。 

 執行部から、資料に従い説明をお願いしま

すが、説明は、効率よく進めるために、着座

のまま簡潔にお願いいたします。 

 それでは、濱田農林水産部長から総括説明

を行い、続いて各課長から順次説明をお願い

します。 

 

○濱田農林水産部長 それでは、着座にて失

礼をいたします。 

 まずもって、この１年間、山口委員長、橋

口副委員長を初め委員の皆様方には、よろし

く御指導を賜りますようお願いを申し上げた

いと思います。 

 平成29年度でございますが、熊本復旧・復

興４カ年戦略に沿いまして、１つには、熊本

地震からの復旧、復興の歩みをさらに加速さ

せること、そして２つ目には、競争力のある

農林水産業の実現を着実に進めてまいること

を目指してまいります。 

 まず、１点目の熊本地震からの復旧、復興

についてでございます。 

 農林水産業においては、1,777億円に上る

過去最大の被害が発生をいたしました。国の

格別の支援のもと、本県としても、市町村、

そして農業団体とともに、全力を挙げて対応

をしてきたところでございます。 

 今後、被災した農地や農業用施設、営農施

設の復旧とあわせて、農地の大区画化、担い

手への農地集積を進める創造的復興にも取り

組みながら、全ての被災農家の一日も早い営

農再開を目指してまいります。また、山地災

害の復旧、そして再度災害の防止を図るな

ど、熊本地震からの復旧、復興にしっかりと

取り組んでまいります。 

 次に、２点目の競争力ある農林水産業の実

現についてでございます。 

 熊本復旧・復興４カ年戦略を具現化するた

めに、農林水産業の各分野ごとの計画でござ

います、１つ目には、熊本県食料・農業・農

村計画、２つ目には、熊本県森林・林業・木

材産業基本計画、３つ目には、熊本県水産業

振興基本構想、これを28年度内に策定をした

ところでございます。あわせて、地域ごと、

海域ごとのビジョンも策定をいたしました。 

 今後、こうしたプランに沿いまして、地域



第２回 熊本県議会 農林水産常任委員会会議記録（平成29年４月28日) 

 

 

 

- 3 - 

の実情を踏まえた農林水産業の振興に取り組

んでまいります。 

 とりわけ、本日、報告事項でも用意してご

ざいますが、中山間地域対策では、関係部局

とともに、国、県及び市町村の各種施策を動

員しつつ、特に条件が厳しく意欲ある地域に

おける農業振興ビジョンづくりとその実現を

新たに支援するなど、中山間地域における持

続可能な農業・農村づくりに取り組んでまい

ります。 

 このような取り組みを進めるために、平成

29年度当初予算では、一般会計837億円余、

特別会計９億円余、総額847億円余を計上い

たしました。 

 本日は、その主要事業等について説明を申

し上げることといたしております。 

 このほか、本日は２件の報告事項がござい

ます。 

 １つ目は、毎回報告しております熊本地震

による農林水産業の被害及び復旧、復興の状

況、そしてまた２つ目は、さきの２月の委員

会で御審議、御指摘をいただきました中山間

地域振興対策について御説明させていただき

ます。 

 詳細につきましては、この後それぞれの担

当課長から説明をさせますので、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

 

○千田農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 それでは、農林水産常任委員会説明資料に

基づきまして、平成29年度主要事業及び新規

事業について説明させていただきます。 

 資料の１ページをお願いいたします。 

 農林水産部の機構図でございます。 

 本庁は、４局16課の体制となっておりま

す。 

 ２ページをお願いいたします。 

 各課の担当事務の概略を示しております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 平成29年度当初予算の総括表でございま

す。 

 本年度予算額Ｃ欄の一番下をごらんくださ

い。 

 農林水産部全体の予算は、総額で847億円

余となっております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 平成29年度農林水産部施策の方針でござい

ます。 

 部長の挨拶にもありましたとおり、今後も

引き続き、熊本復旧・復興４カ年戦略に沿っ

て、復旧、復興の歩みをさらに加速させ、競

争力ある農林水産業の実現を進めてまいりま

す。 

 個別の説明は、時間の関係から省略させて

いただきます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 平成29年度主要事業及び新規事業でござい

ます。 

 まず、水とみどりの森づくり事業でござい

ますが、この事業は、水とみどりの森づくり

税を財源として行っている施策でございま

す。 

 平成27年度から第３期がスタートし、これ

までの取り組みや検証結果を踏まえ、水源涵

養機能などを発揮するための森林づくり、森

林の重要性を伝え、森林を守り育てるための

担い手の育成、森林や木材を生かした地域・

景観づくりの３つの柱により、森林の有する

多面的機能の維持、増進に取り組んでまいり

ます。 

 農林水産政策課は以上でございます。 

 

○杉山団体支援課長 団体支援課でございま

す。 

 資料６ページをお願いいたします。 

 農林水産業制度資金でございます。 

 農林水産業者の方々の設備の近代化や経営

改善を図るために必要な資金を長期かつ低利

で融資するもので、次の７ページにかけまし
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て資金の一覧を記載しております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 収入保険制度導入対策事業でございます。

新規事業でございます。 

 平成31年に導入が予定されております収入

保険制度につきまして情報収集や普及啓発を

行うもので、事業内容の(1)は、制度の加入

要件でございます青色申告者をふやすための

取り組みといたしまして、研修会の開催等を

行うものでございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 農業共済加入促進事業でございます。 

 昨年度からの継続事業でございますが、農

業共済の加入促進を図るため、事業内容の

(1)は、果樹共済と園芸施設共済の加入者へ

の掛金補助を市町村と連携して行うものでご

ざいます。 

 10ページをお願いいたします。 

 漁協経営強化対策事業でございます。継続

事業でございます。 

 漁協の経営基盤と運営力を強化するための

事業で、事業内容の(2)は、経営の厳しい漁

協が外部専門家に経営改善等の指導、助言を

依頼するための経費を補助するものでござい

ます。 

 次の11ページの漁協組織強化支援事業も継

続事業でございますが、２の事業内容に記載

のとおり、漁協が取り組む事業改善や合併、

事業統合など、組合組織の強化等を図るため

に必要な経費を補助するものでございます。 

 団体支援課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○山下流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課でございます。 

 資料12ページをお願いします。 

 魅力発信！「くまもとの赤」ブランド再興

事業でございます。 

 くまもとの赤の認知度向上と首都圏でのプ

ロモーションなどにより県産農林水産物の販

路拡大を図ることとしております。 

 次の13ページをお願いします。 

 卸売市場整備活性化事業でございます。 

 県民生活に不可欠な卸売市場の健全な発展

と活性化を図るため、卸売市場審議会の開催

や市場が行います活性化の取り組みを支援す

ることとしております。 

 めくりまして、14ページをお願いいたしま

す。 

 県産農林水産物等輸出推進総合支援事業で

ございます。 

 輸出に取り組む生産者の掘り起こしから輸

出に至るまでの総合的な支援を実施いたしま

す。 

 具体的には、海外のマーケット情報の収集

や提供、専門知識を有したアドバイザーの設

置、また、ＪＡグループ等が組織します輸出

協議会活動への支援を行うこととしておりま

す。 

 次の15ページをお願いします。 

 海外輸出拡大プロモーション事業でござい

ます。 

 この事業では、海外バイヤーの招聘や海外

飲食店でのプロモーション活動、知事により

ますトップセールスなどを実施してまいりま

す。 

 めくっていただきまして、16ページをお願

いいたします。 

 くまもとの未来を築く子どもたちへの学校

給食支援事業でございます。 

 地産地消の推進と子供たちの郷土愛を育む

ため、学校給食に地域の食材を供給する体制

づくりを進めております。 

 次の17ページをお願いします。 

 震災復興！地域食材等販路開拓支援事業で

ございます。 

 震災以降売り上げが低迷しております中山

間地域等の直売所の集客力向上や販路開拓を

進めることとしております。 

 めくっていただきまして、18ページをお願
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いします。 

 企業の農業参入促進・定着支援事業でござ

います。 

 企業の農業参入について、地域との調和を

図りながら、参入から定着まで支援していく

こととしております。 

 次の19ページをお願いします。 

 くまもと６次産業化総合支援強化事業でご

ざいます。 

 国の交付金も活用しながら、ＪＡ中央会に

ございますサポートセンターの活動支援や農

産加工の推進を行うこととしております。 

 めくっていただきまして、20ページをお願

いします。 

 フードバレーアグリビジネスセンター推進

事業でございます。 

 県单フードバレーを推進するため、アグリ

システム総合研究所にございますフードバレ

ーアグリビジネスセンターが行う相談活動、

試験研究、オープンラボの運営、人材育成に

要する経費を計上しております。 

 県单における６次産業化などの新たなビジ

ネスを創出してまいりたいと考えておりま

す。 

 流通アグリビジネス課は以上でございま

す。 

 

○堤農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 21ページをお願いいたします。 

 協同農業普及事業でございます。 

 農業改良助長法に基づきまして、国と県が

共同で農業の技術指導や経営指導などを行う

ものでございます。県下11地域の広域本部、

地域振興局に配置しております普及職員の現

場での活動や研修、試験研究機関等の連携な

どの取り組みでございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 ＡＬＬくまもと農産物生産支援体制強化事

業でございます。 

 これは、農業者への技術指導力を最大化さ

せるために、広域営農指導員の育成に取り組

む農業団体を支援するものでございます。 

 ＪＡ熊本中央会連合会の担い手法人サポー

トセンターに県の普及ＯＢを配置しまして、

県の普及組織と連携しましてＪＡ営農指導員

の指導力の強化に取り組むものでございま

す。また、ＩＣＴタブレット端末を活用しま

して、県下各産地の情報を共有化しながら、

産地づくりにつなげることとしております。 

 次の23ページをお願いいたします。 

 環境保全型農業直接支払事業でございま

す。 

 地球温暖化防止や生物多様性保全のため

に、環境保全効果の高い営農活動に対して交

付金を交付するものでございます。 

 レンゲ等のカバークロップの作付や堆肥の

利用、有機農業などの取り組みに対しまし

て、10アール当たり3,000円から8,000円を交

付するものでございます。 

 次のページ、24ページをお願いいたしま

す。 

 地下水と土を育む農業総合推進事業でござ

います。 

 これは、平成27年４月から施行しておりま

す地下水と土を育む農業推進条例に基づきま

す事業でございます。 

 地下水と土を育む農業の県民への理解促進

や肥料、農薬の使用を抑えたグリーン農業に

よる農産物の消費拡大、化学肥料や農薬を削

減するための技術の導入に対する支援などで

ございます。 

 次のページ、25ページをお願いいたしま

す。 

 農業生産工程管理(ＧＡＰ)導入促進事業で

ございます。 

 2020年開催の東京オリンピック・パラリン

ピックや輸出への対応も見据えまして、県版

のＧＡＰの推進を図るものでございます。 

 昨年の９月補正で予算化いただきました国
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の事業で、現在、東京オリンピック・パラリ

ンピックの食料調達基準を満たします県版の

ＧＡＰづくりを進めております。ことしの９

月から運用を開始することとしております。 

 今回のこの事業では、県版ＧＡＰの理解促

進や現地での推進指導、第三者認証のための

外部委託を行うためのものでございます。 

 26ページをお願いいたします。 

 農業研究センター試験研究費でございま

す。 

 農業技術開発の拠点として、稼げる農業の

実現に向けまして、県オリジナル品種の育成

や品質、収量を高める技術開発、安全な農産

物の生産技術の高度化のための技術開発など

の試験研究を行うものでございます。 

 農業技術課は以上でございます。よろしく

お願い申し上げます。 

 

○大島農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 資料の27ページをお願いいたします。 

 熊本地震営農支援事業につきましては、説

明欄事業内容(1)に記載のとおり、本年産の

水稲作付前までに復旧工事が完了しない被災

水田地域を対象に、生産組織などが大豆等の

畑作物の農作業の受託を通じて営農を継続す

る費用を助成するものでございます。 

 めくりまして、28ページをお願いいたしま

す。 

 とびだせトップグレード米戦略事業につき

ましては、事業内容(1)に記載のとおり、米

の新品種くまさんの輝きなど、高品質米の産

地づくりによるブランド強化、(2)に記載の

アジア諸国への輸出拡大を図るものでござい

ます。 

 29ページをお願いいたします。 

 地域特産物産地づくり支援対策事業は、事

業内容の(2)に記載のとおり、お茶、たばこ

などの生産振興に必要な共同利用機械や茶の

被覆資材などの導入を支援するものでござい

ます。 

 めくりまして、30ページをお願いいたしま

す。 

 いぐさ・畳表生産体制強化支援対策事業

は、事業内容の(1)に記載の色彩選別機や(2)

に記載のＱＲコードタグ挿入装置、(3)に記

載のいぐさハーベスタなど、イグサ専用の機

械施設の導入支援を行うものでございます。 

 31ページをお願いいたします。 

 熊本型高度環境制御技術構築事業は、事業

内容の(1)に記載のハウス内の温度、湿度、

二酸化炭素濃度をモニタリングしながら、作

物の生育に最適な環境に自動で制御するＩＣ

Ｔ技術をモデル実証するものです。 

 これまで、トマトで取り組んでまいりまし

たが、29年度からは、新たにナスとキュウリ

にも取り組む計画にしております。 

 めくりまして、32ページをお願いいたしま

す。 

 露地野菜生産拡大対策事業は、加工・業務

用に需要が拡大している露地野菜の新規産地

を育成するため、事業内容の(3)に記載のよ

うに、省力化機械の導入などを支援するもの

でございます。 

 33ページをお願いいたします。 

 攻めの園芸生産対策事業は、事業内容の

(1)に記載の野菜、果樹、花卉の園芸ハウス

などの機械施設の導入支援を行うものです。 

 ①に書いてありますＰＱＣにつきまして

は、Ｐにつきましては価格をあらわしており

ます。Ｑにつきましては生産量をあらわして

おります。Ｃにつきましてはコストをあらわ

しております。この３つの要素の最適化を目

指すものでございます。 

 ページめくりまして、34ページをお願いい

たします。 

 「ゆうべに」生産拡大事業は、事業内容の

(1)に記載の県が育成いたしましたイチゴの

新品種栽培管理技術の普及を通じた生産振

興、(2)に記載のＰＲ、消費拡大などのブラ
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ンド確立に取り組む事業でございます。 

 35ページをお願いいたします。 

 くまもとの花生産流通推進事業は、事業内

容の(1)に記載の夏秋産地の育成や産地リレ

ー体制構築などを通じて、花の周年生産供給

体制づくり、(2)に記載のホテルのレセプシ

ョンなどでの生花装飾など、新たな需要を生

み出すための体制整備を進める事業でござい

ます。 

 めくりまして、36ページをお願いいたしま

す。 

 果樹競争力強化推進事業は、事業内容の

(1)に記載の果樹の高品質生産のため、シー

トマルチ栽培、屋根かけ栽培などを進める事

業でございます。 

 37ページをお願いいたします。 

 生産総合事業は、国の強い農業づくり交付

金を活用したものでございます。 

 中ほどに記載のその他の欄の(2)施行箇所

に記載しておりますように、低コスト耐候性

ハウス、集出荷貯蔵施設の整備に対して本年

度は助成を行います。 

 めくりまして、38ページをお願いいたしま

す。 

 くまもと土地利用型農業競争力強化支援事

業は、米などの低コスト生産を進めるため、

事業内容の①に記載の広域農場への支援を継

続的に行うとともに、本年度から新たに、③

に記載の中山間地域における生産組織の育成

にも取り組んでまいります。 

 39ページをお願いいたします。 

 中山間地域等ＪＡ参入営農モデル事業は、

中山間地域において、収益品目と米等を組み

合わせた複合経営モデル構築を目指しまし

て、ＪＡが直接営農を開始する際に、事業内

容の②に記載のモデル実践整備に対して支援

を行うものでございます。 

 めくりまして、40ページをお願いいたしま

す。 

 熊本広域農場構想推進事業は、事業内容の

(1)に記載の広域農場の農地や労働力、機械

など、生産資材を最適化するために総合営農

管理システムを導入する事業でございます。 

 最後に、41ページをお願いいたします。 

 熊本地震復興労働力確保対策事業は、事業

内容の(1)に記載のＪＡ中央会に労働力サポ

ートセンター機能を置き、モデル地区におい

て労働力マッチングに向けた体制を整備する

事業でございます。 

 農産園芸課の説明は以上でございます。 

 

○中村畜産課長 畜産課でございます。 

 資料の42ページをお願いいたします。 

 家畜改良増殖総合対策事業は、畜産物の生

産拡大を図るため、家畜導入や家畜の改良に

関する施策を実施するものでございます。 

 説明欄の２の事業内容の(1)家畜導入事業

は、肉牛や乳牛の繁殖用雌牛導入を支援し、

繁殖基盤の強化を図るものでございます。 

 (2)の家畜改良増殖対策事業は、乳牛の生

産能力を評価して経営改善に生かしていくも

のでございます。 

 (5)の全国和牛能力共進会出品対策事業

は、５年に１回開催される黒毛和牛のオリン

ピックでございます。 

 本県は、黒毛和牛では後進県ではございま

すけれども、本県の肉牛をＰＲするため、農

業団体とともにしっかり取り組んでまいりま

す。 

 資料の43ページをお願いいたします。 

 家畜畜産物価格安定対策事業は、生産者の

経営安定を図るものでございます。 

 肉用子牛、肉豚、鶏卵の市場価格変動によ

って農家の損失が生じた場合、国、県、生産

者が拠出した基金から損失を補塡するもので

ございます。 

 資料の44ページをお願いいたします。 

 家畜保健衛生所施設整備事業は、家畜伝染

病発生の際に、地域の防疫拠点となる家畜保

健衛生所の疾病診断能力の高度化、迅速化及
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びバイオセキュリティーの確保を図るもので

ございます。 

 本年度につきましては、城北家畜保健衛生

所の解体・新築工事及び阿蘇家畜保健衛生所

の調査設計、解体工事の経費でございます。 

 資料の45ページをお願いいたします。 

 畜産クラスター事業でございますが、昨年

の国の経済対策に呼応いたしまして、平成29

年の分も含め、昨年９月に補正予算として計

上したものでございます。 

 これは、各地域の畜産関係者が連携、結集

した畜産クラスター協議会を設置いたしまし

て、クラスター計画に位置づけられた中心的

な経営体が行う牛舎等の整備に対する支援を

行うものでございます。 

 畜産課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

○鳥井農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課でございます。 

 当課では、農地集積と農業の担い手育成関

連の事業を御説明いたします。 

 46ページをお願いします。 

 まず、農地集積加速化事業は、コスト低減

により稼げる農業を確立するため、県農業公

社の機能強化と集積促進のための支援策によ

り、重点地区等において地域の話し合い活動

を通じた担い手への農地集積を加速化するも

のです。 

 主な事業内容は、(1)の農地集積の推進の

ため、重点地区等に農地集積専門員を配置す

るための人件費等の集落等活動支援事業、そ

れから、(2)の集積を行う地域や農家等への

集積のための県の農地集積等交付金でござい

ます。 

 また、(5)は、農地中間管理機構を通じた

集積を行う地域や農家等への国の機構集積協

力金でございます。 

 47ページをお願いします。 

 次に、農地中間管理機構事業は、農地の中

間的受け皿としての農地中間管理機構の体制

整備及び活動支援に係る経費です。 

 主な事業内容は、③(ア)の中間管理事業に

係る本部及び地域に駐在する職員の人件費、

(イ)の貸借を仲介するためのシステムの維持

管理費、(ウ)の市町村、ＪＡへの業務委託費

でございます。 

 48ページをお願いします。 

 この事業から担い手育成の事業になりま

す。 

 経営体育成支援事業は、地域の中心経営体

などの農業経営の改善に必要な農業用機械等

の整備に対する国の助成でございます。市町

村を通じた農業者に対する補助で、補助率は

３割で全額国庫です。 

 49ページをお願いします。 

 震災復旧緊急対策経営体育成支援事業は、

熊本地震により被災した農業者に対し農業用

施設や機械の復旧を支援する事業で、予算

は、29年度新規着手分として48億950万円で

ございます。なお、28年度からの継続分は、

別途176億円余を繰り越しております。 

 50ページをお願いします。 

 地域営農組織ステップアップ支援事業は、

地域における農地の主たる担い手となります

地域営農組織の組織化、法人化等を進めるた

めの支援でございます。 

 主な事業内容は、(1)①の地域営農組織設

立支援のための経費の支援、③設立に向けた

話し合いの経費の支援、(2)の法人化支援事

業で営農組織の法人化のための費用の支援等

でございます。 

 51ページをお願いします。 

 くまもと農のひとづくり事業は、新しい挑

戦をしようとする農業者を対象にステップア

ップのための研修を実施する事業でございま

す。 

 主な事業内容は、(1)の最新技術の習得や

生産スキルアップ等に関する講座を開催する

農業アカデミー、(2)の経営戦略やマネジメ
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ントに関する経営者能力向上を目指す農業経

営塾の開催です。 

 アカデミーは、毎回の講座ごとに受講者を

募集いたします。経営塾は、年間を通して受

講する塾生を募集しまして、卒塾生に対して

は、事業計画のフォローアップ等を行ってま

いります。 

 52ページをお願いします。 

 農業次世代人材投資事業です。 

 これは、昨年度までの青年就農給付金を引

き継いだ事業でございます。就農前の研修の

期間及び経営が不安定な就農直後の最大５年

間の所得を確保するための交付金を給付する

事業でございます。 

 今年度は、就農前の研修を受ける期間の準

備型として149人、就農後の経営開始型1,086

人分を確保しております。 

 最後に、53ページをお願いします。 

 熊本型新規就農総合支援事業です。 

 若者の就農意欲を喚起するとともに、親元

就農や新規参入希望者を相談から定着までト

ータルで支援するための事業でございます。 

 主な事業内容は、(1)の就農に関する関係

機関の連携によるサポート体制の整備、(2)

の認定研修機関が実施する就農準備研修に対

する支援、(3)の即戦力として親元就農者等

を対象とした実践研修や社会人を対象とした

新規就農支援研修を実施するための予算でご

ざいます。これは農業大学校で実施いたしま

す。 

 農地・担い手支援課は以上でございます。 

 

○村山農村計画課長 農村計画課でございま

す。 

 主要事業について御説明させていただきま

す。 

 54ページをお願いいたします。 

 国営土地改良事業等について御説明いたし

ます。 

 まず、川辺川ですが、現在、かんがい排水

事業の廃止、農地造成、区画整理事業の計画

変更を行うため、本年１月に土地改良法手続

を開始したところです。４月からは同意徴集

が始まっております。 

 次に、大野川ですが、こちらは浸透抑制対

策実施に伴う計画変更のための法手続は昨年

完了しております。 

 なお、浸透抑制対策に係る費用につきまし

ては、本県は負担しないことで大分県と合意

しております。 

 玉名横島地区につきましては、本年度、高

潮や波浪等から背後地を防護するため、老朽

化した海岸堤防等の改修を進める予定として

おります。 

 55ページをお願いいたします。 

 土地改良区統合整備推進事業費でございま

す。 

 本事業は、土地改良区の合併に当たり、必

要な経費を補助することにより、合併を促進

し、土地改良区の組織運営基盤を強化するも

のでございます。 

 本年度は、おおきく土地改良区と熊本市单

土地改良区ほかを予定してございます。 

 56ページをお願いいたします。 

 県営土地改良調査計画費でございます。 

 これは、今後、県営事業として圃場整備や

水利施設の補修更新等が必要な地区におきま

して、事業計画の策定や農業水利施設の機能

診断等を行うものでございます。 

 元三・木部地区など、14カ所を予定してお

ります。 

 最後に、57ページをお願いいたします。 

 団体営農業農村整備事業費でございます。 

 これは、農業生産の効率化を図るため、市

町村、土地改良区等が実施する生産基盤の整

備、農業水利施設の補修、更新等に対して補

助を行うものです。 

 ２、事業内容にございますとおり、５つの

型で事業を実施するものでございます。 

 豊田３地区など、県下数十カ所を予定して
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おります。 

 農村計画課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○福島農地整備課長 農地整備課でございま

す。 

 58ページをお願いします。 

 県営かんがい排水事業費でございます。 

 農業生産の基礎となります水利条件の整備

を行い、水利用の安定と合理化及び水田の汎

用化を図るものです。 

 農業用用水施設や水田の汎用化を図るため

の排水機場等の新設または改修、県営事業等

により造成された用水路等の基幹施設の補修

などを行います。 

 第二多良木地区ほか26地区で実施する予定

です。 

 59ページをお願いします。 

 県営経営体育成基盤整備事業費でございま

す。 

 水田の区画整理や用排水路、農道等の生産

基盤整備とあわせて、農地の集積に資するソ

フト事業を一体的に実施することで、生産性

の高い農業構造の実現を図るものです。 

 農業生産法人等の育成や担い手への農地集

積を促進するための基盤整備を、单尾迫地区

ほか19地区で実施する予定です。 

 60ページをお願いします。 

 農村地域防災減災事業費でございます。 

 農用地及び農業用施設を自然災害から防護

することで、農業生産の維持及び農業経営の

安定を図り、あわせて国土及び環境の保全に

資するものです。ため池の改修や湛水被害を

防止するための排水機場等の新設、改修、農

地の保全整備などを行います。 

 黒石２期地区ほか42地区で実施する予定で

す。 

 61ページをお願いいたします。 

 団体営農地等災害復旧事業費でございま

す。 

 異常な天然現象により被災した農地、農業

施設を復旧し、営農の維持や経営の安定を図

るものです。 

 主に、平成28年発生災害で被災した農地や

用排水路、農道、ため池等の復旧を、熊本市

ほか35市町村の約5,000カ所において実施す

ることとしております。 

 62ページをお願いします。 

 県営農地等災害復旧事業費でございます。 

 災害復旧を行う箇所のうち高度な技術を必

要とするもので、一定規模以上のもの等につ

いて県営事業で実施することとしておりま

す。 

 平成28年発生災害で被災した農地、揚排水

機場、ダム、農道等の復旧を行います。 

 大切畑地区ほか７地区で実施する予定で

す。 

 農地整備課は以上でございます。 

 

○久保田むらづくり課長 むらづくり課でご

ざいます。 

 63ページをお願いいたします。 

 阿蘇草原再生・しごと創生プロジェクト推

進事業でございます。 

 世界農業遺産でございます阿蘇地域の草原

におきまして、野草堆肥を安定的かつ安価に

供給できるようなシステムにする実証研究を

行いますとともに、これを利用しました農産

物の高付加価値化及び都市圏での販売促進を

図り、深刻な被害を受けました壮大な阿蘇の

草原再生と農業振興につなげるものでござい

ます。 

 続きまして、64ページをお願いいたしま

す。 

 まず、中山間地域等直接支払事業でござい

ます。 

 農業生産条件の不利な中山間地域等の農用

地におきまして、集落と市町村が協定を締結

しまして、継続して農業生産活動を行う農業

者に対して直接交付金を交付するものでござ
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います。 

 続きまして、多面的機能支払事業でござい

ます。 

 農業、農村が有します多面的機能の維持、

発揮を図るため、農業者や集落が行います農

道や水路の管理、または施設の長寿命化に向

けた共同活動を支援するものでございます。 

 続きまして、65ページをお願いいたしま

す。 

 くまもと里モンプロジェクト推進事業でご

ざいます。 

 25年度から進めております事業でございま

すが、昨年度の熊本地震を受けまして、地域

活動の縮小や都市部との交流人口の減尐また

は経済活動の意欲の低下などが見られますこ

とから、本年度におきましても、震災復興に

向けました住民主体による地域活動等を重点

的に支援しまして、県内各地の元気を再生し

ますとともに、同プロジェクトを通じて震災

からの創造的復興を推進するものでございま

す。 

 続きまして、66ページをお願いいたしま

す。 

 地域ぐるみの鳥獣被害防止対策パワーアッ

プ事業でございます。 

 深刻な状況でございます鳥獣被害の対策と

しまして、国の交付金等を利用しまして、対

策に精通いたしました担い手の育成、わな等

のソフト対策並びに侵入防止柵等のハード整

備を実施しますとともに、地域ぐるみでの対

策実施の重要性について啓発普及を図るもの

でございます。 

 続きまして、67ページをお願いいたしま

す。 

 まず、県営中山間地域総合整備事業でござ

います。 

 中山間地域におきまして、圃場整備等の農

業生産基盤の整備と集落道整備等の生活環境

基盤の整備、これを総合的かつ一体的に県営

事業として実施するものでございます。 

 続きまして、中山間地域農地集積促進事業

でございます。 

 基盤整備等において、担い手や農地中間管

理機構への農用地貸し出し等を条件といたし

まして、基盤整備に係る農家負担を軽減する

ため、農地の集積割合に応じて促進費を交付

するものでございます。 

 最後に、68ページをお願いいたします。 

 平成29年度の新規事業でございます。 

 中山間農業モデル地区支援事業でございま

す。 

 中山間地域の中でも特に生産条件が厳しい

地域の中で、今後の地域づくりに意欲がある

地域をモデル地区として設定をいたしまし

て、地区みずからが取り組みます農業振興ビ

ジョンづくりの支援でございますとか、これ

に基づく簡易な基盤整備等に要する経費、こ

れに対して交付金を交付するものでございま

す。 

 むらづくり課は以上でございます。 

 

○今田技術管理課長 技術管理課でございま

す。 

 主要事業について説明します。 

 69ページをお願いします。 

 農地情報共有化促進事業でございますが、

本事業は、農業、農村の諸問題を解決するた

めに、県でありますとか市町村が保有してお

ります農地情報を地図とか航空写真と重ね合

わせまして、地図情報システム、つまりＧＩ

Ｓと申しますが、その上で共有しまして、地

域の現状分析ですとか、施策検討に有効活用

するものでございます。 

 これまでに、人・農地プランの作成とか、

農地集積、あるいは、昨年は用水施設の被災

状況の見える化などに活用されております。 

 今後、さらなる利活用に向けまして、機能

の追加などシステムの改修やデータの更新、

利活用の支援に取り組みます。 

 70ページをお願いします。 
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 地籍調査事業でございます。 

 この事業は、国土調査法に基づき、土地の

一筆ごとの境界を明らかにし、地籍図や地籍

簿を取りまとめる地道な業務でございます。

この成果は、不動産登記や課税台帳に反映さ

れます。 

 都市部では、土地の権利関係が複雑なこと

や、山村部での過疎化、高齢化によります境

界情報の喪失が懸念される状況にありまし

て、早急に調査を完了させることが重要であ

ると考えております。 

 これまでに、県下30の市町村で事業を完了

しておりまして、本年度は、残る15市町村の

うち、益城町、西原村を除きました13市町村

で実施いたします。 

 技術管理課につきましては以上でございま

す。よろしくお願いします。 

 

○長谷川森林整備課長 森林整備課でござい

ます。 

 ４つの事業について説明させていただきま

す。 

 71ページをお願いいたします。 

 森林環境保全整備事業でございます。 

 森林整備の基本となる事業でございまし

て、民有林において、植栽、下刈り、除間伐

といった造林に関する各種施業の実施につい

て支援するものでございます。 

 72ページをお願いいたします。 

 森と担い手をつなぐ集約化促進事業でござ

います。 

 所有者が不明な森林や施業が放置されてい

る森林について、適正な森林整備を促進する

ため、森林所有者を特定し働きかけを行うと

ともに、意欲ある担い手に対する経営の委託

や所有のあっせんなどを行うものでございま

す。 

 73ページをお願いいたします。 

 民有林主伐・植栽一貫作業システム推進事

業でございます。 

 造林時のコストを低減することで着実に再

造林が行われるように、扱いやすくて活着が

よく、年中時期を問わず植林が可能なコンテ

ナ苗を用いた主伐・植栽一貫作業システムの

民有林への導入を推進するとともに、コンテ

ナ苗の生産体制の整備を図るものでございま

す。 

 最後に、74ページをお願いいたします。 

 林業研究指導所試験研究費でございます。 

 多様な森林の造成、優良な苗木の開発、品

種管理などに関する研究に加えまして、県産

木材の需要拡大に向けた木材の加工利用の技

術開発などに取り組むものでございます。 

 森林整備課は以上でございます。 

 

○古家林業振興課長 林業振興課でございま

す。 

 資料75ページをお願いします。 

 くまもと緑の新規就業支援対策事業です

が、これは、林業就業希望者を対象とした就

業前の研修を支援するとともに、国の緑の青

年就業準備給付金制度を活用して受講生に給

付金を支給するものです。 

 次の76ページをお願いします。 

 このくまもと県産木造住宅づくり復興推進

事業と次のページの木造建築物イメージ回復

対策事業、そしてその次のページの公共建築

物等木造化推進事業、この３つの事業を中心

に木材利用による創造的復興に取り組む計画

です。 

 まず、76ページのくまもと県産木造住宅づ

くり復興推進事業ですが、これは、地震から

の再建等で住宅を新築される方々に対し、建

設に係る木材や緑化木を提供する事業です。 

 次の77ページをお願いします。 

 木造建築物イメージ回復対策事業ですが、

これは、木造住宅が地震に弱いといったイメ

ージを回復するために、木造建築に関する正

しい情報を発信するとともに、復興住宅モデ

ルプランの普及などを通して、木造住宅が選
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択されるような環境を整備するものです。 

 次の78ページをお願いします。 

 公共建築物等木造化推進事業ですが、これ

は、公共施設等の建築において、設計段階で

木造が選択されるよう施主側に対して働きか

けやアドバイス等を行うとともに、設計する

側に対しても木造に関する理解を深めてもら

うための講習会等を開催するものです。 

 次の79ページをお願いします。 

 県産木材アジアマーケット開拓事業です

が、これは、アジアを初め諸外国への県産木

材や植木などの販路開拓を支援するととも

に、海外の展示会等で和室を提案し、海外の

木材需要を掘り起こすものです。 

 次の80ページをお願いします。 

 くまもとの森林利活用最大化事業ですが、

これは、条件不利地域の間伐材の搬出を促進

するために、間伐材の生産流通経費の一部を

助成するものです。 

 次の81ページをお願いします。 

 特用林産物及び緑化木生産の振興対策です

が、これは、シイタケ、タケノコなどの特用

林産物について、その生産・加工施設の整備

や販路拡大を支援するものです。また、緑化

木についても、その生産振興、販路拡大を図

ります。 

 次の82ページをお願いします。 

 林業・木材産業振興対策ですが、これは、

木材の安定供給や特用林産物の生産振興のた

め、高性能林業機械の導入や木材加工流通施

設、特用林産物生産施設等の整備を支援する

ものです。 

 次の83ページをお願いします。 

 林道事業ですが、これは、森林を適正に管

理し、木材生産の効率化を図るために、林道

を整備するものです。 

 林道開設、改良、舗装、災害復旧など、県

営、市町村営合わせて51路線を計画しており

ます。 

 林業振興課は以上です。 

 

○木下森林保全課長 森林保全課でございま

す。 

 説明資料の84ページをお願いします。 

 この事業は、山地災害箇所を復旧する治山

事業でございます。 

 この事業は、これまでの豪雤などで被災し

た渓流や山腹を復旧するもので、国庫補助事

業と農山漁村地域整備交付金による事業を実

施いたします。 

 平成29年度事業としては、国庫補助事業で

16億5,000万円余、農山漁村地域整備交付金

で21億3,900万円余の事業を実施することと

しています。 

 事業の施行箇所は、県下一円となります。 

 ところで、熊本地震による山地災害につい

ては、次のページの治山激甚災害対策特別緊

急事業で復旧することとしております。 

 そこで、この治山事業は、熊本地震以外の

被災箇所を主に復旧をしていくということに

なります。 

 平成29年度の予算額は、37億9,000万円余

となります。 

 次のページ、85ページをお願いします。 

 熊本地震による山地災害箇所を復旧する治

山激甚災害対策特別緊急事業です。 

 この事業は、平成28年度の緊急治山事業に

続き、緊急的に復旧事業を実施するもので

す。 

 平成29年度事業は、阿蘇、上益城、宇城地

域など、27カ所、23億3,400万円余の事業を

実施することとしております。 

 特に、ＪＲ豊肥線の復旧などと関係します

单阿蘇村立野地区のように、緊急度や重要度

の高い箇所から復旧工事を進めることとして

おります。 

 全体計画としては、65カ所、96億円とな

り、事業期間としては、平成29年度から平成

33年度までの５カ年間を予定しております。 

 平成29年度の予算額は、23億3,300万円余
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となります。 

 森林保全課は以上でございます。よろしく

お願いします。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 86ページをお願いいたします。 

 まず、熊本産「クマモト・オイスター」生

産流通推進事業でございます。 

 これは、本県を代表する新たな「くまもと

ブランド」としてクマモト・オイスターを確

立し、新たな産業として育成することを目的

として実施するもので、種苗生産や養殖技術

の安定化を図るものでございます。 

 本年度は、健全な種苗の生産開発に引き続

き取り組むとともに、大型種苗を使った短期

飼育試験、小型種苗を使った越夏養殖試験な

どを実施いたします。 

 次のページ、87ページをお願いいたしま

す。 

 次に、漁村における「うみ・ひと・しご

と」づくり推進事業でございます。 

 これは、浜の活力再生を図ることを目的

に、漁業活動支援による漁業生産量の増産、

新規就業者の確保、育成といった人づくりの

支援、県産魚介類の国内外の販売支援など、

総合的な取り組みを推進し、稼げる水産業を

実現することで、魅力ある漁村の創出を図る

ものでございます。 

 次のページ、88ページをお願いいたしま

す。 

 水産多面的機能発揮対策事業でございま

す。 

 これは、水産業、漁村の活性化を図ること

を目的として、漁業者等が行う藻場や干潟の

環境、生態系保全や海の安全確保に係る活動

への支援を行うものでございます。 

 次のページ、89ページをお願いいたしま

す。 

 さかながとれる豊かな海づくり事業でござ

います。 

 これは、本県水産物の安定供給と漁業経営

の収益性の向上を図るため、稚魚の放流や資

源管理型漁業を組み合わせた資源造成型栽培

漁業や資源管理・漁業収入安定対策を推進す

るものでございます。 

 次のページをお願いいたします。90ページ

でございます。 

 有明海再生事業でございます。 

 これは、有明海の海域特性や過去の知見を

考慮した、より効率的な種苗放流による増殖

技術の開発や海底耕うんによる生物量の変化

や底質の改善状況の調査、有明海沿岸４県協

調による二枚貝等の資源回復のための取り組

みを実施することにより、有明海における漁

業の再生の取り組みを促進するものでござい

ます。 

 91ページをお願いいたします。 

 浜の活力再生加速化支援事業でございま

す。 

 これは、稼げる水産業を実現するために、

各地区における浜の活力再生プランに位置づ

けた取り組みが着実に実行されるように支援

を行い、漁家所得の向上や経営体質の強化を

図るものでございます。 

 済みません、92ページをお願いいたしま

す。 

 漁業権切替事業でございます。 

 これは、漁業法に基づき免許されておりま

す定置漁業権及び区画漁業権が、平成30年８

月に期間を満了し、次の免許に切りかえる必

要があり、そのために必要な漁場計画策定等

の作業を行うものでございます。 

 次のページをお願いいたします。93ページ

です。 

 水産研究センター試験研究費でございま

す。 

 クマモト・オイスターの優良系統選抜育種

試験に取り組むとともに、有明海、八代海の

海域環境調査、赤潮被害低減に向けた研究等
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に取り組むものでございます。 

 最後でございます。94ページをお願いいた

します。 

 クロマグロ養殖振興技術開発事業でござい

ます。 

 現在、クロマグロは、稚魚の供給不足によ

り、養殖規模の拡大や新規参入ができない状

況にあります。 

 このため、地域活性化に大きな効果が見込

まれるこのクロマグロ養殖の振興に必要な人

工種苗生産の技術開発を行うものでございま

す。 

 水産振興課は以上でございます。 

 

○田尻漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 資料の95ページをお願いします。 

 まず、水産環境整備事業費でございます。 

 本事業は、漁場の生産力の回復や水産資源

の生息場の環境改善を図るため、覆砂や藻場

造成等を行うものでございます。 

 本県のアサリの漁獲量は、熊本地震の影響

もあり、依然として厳しい状況下にあります

ので、干潟漁場の底質改善を継続して実施す

るために、引き続き有明海沿岸で覆砂や耕う

んを実施してまいります。 

 また、八代海沿岸で覆砂を行うための測量

調査、天草市五和町から苓北町地先におきま

して藻場造成のための測量調査を実施いたし

ます。 

 96ページをお願いいたします。 

 水産流通基盤整備事業費でございます。 

 本事業は、安全で安心な水産物の安定供給

を図るため、その拠点となる第３種漁港にお

きまして、水産物の品質、衛生管理の向上及

び陸揚げ、集出荷機能の強化等に資する漁港

整備を行うものでございます。 

 本年度は、牛深漁港後浜地区におきまして

防波堤の整備、長手地区ほか２地区におきま

して物揚げ場等のかさ上げを実施いたしま

す。 

 97ページをお願いいたします。 

 水産生産基盤整備事業費でございます。 

 本事業は、水産資源の維持、増大や水産物

の生産機能の確保を図るため、浅海域におけ

る漁場、藻場、干潟等やそれらに関連する漁

港施設の整備を行うものでございます。 

 本年度は、塩屋漁港で残土処理護岸の整備

を実施いたします。また、御所浦漁港本郷地

区で浮体式係船岸などの整備を実施いたしま

す。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いします。 

 

○山口裕委員長 以上で執行部の説明が終了

しましたので、質疑を受けたいと思います。

 質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 ２つほど聞きたいと思いま

す。 

 １つは、28ページ、農産園芸課長。 

 とびだせトップグレード米戦略事業という

のは、とてもいい事業で、いい米をつくって

もらいたいと思っていますが、ちょっと直接

この内容とは関係ないかもしれませんが、実

は、農家の中に不安が広がっているのが、こ

としからだったかな、いわゆる生産調整がな

くなるというお話があって、それがこの後ど

うなっていくんだろうかという不安が、今広

がっているという状況にございます。 

 その点について、何もまだ国がどうする、

県がどうするという話を聞いておりませんけ

れども、その点についての説明を一つしてい

ただきたいということが１つです。 

 それともう一つは、42ページ、畜産課。 

 全国和牛能力共進会、和牛オリンピックと

いうか、これは何かあれでしょう、５年前に

長崎県が頑張ってやって、10年後は熊本でと

いうことをお話しなさってたのが私は耳に残

っておりますが、ことしはどこであるのか、
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５年後はどこであるのか、熊本はどういう準

備をされているのか。たしかそのとき、そう

いう話があったなというふうに思っておりま

す。できないならできないでいいんですけれ

ども、その辺の内容について教えていただけ

ればと思います。 

 

○山口裕委員長 １題目、大島農産園芸課

長。 

 

○大島農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 御質問のありました生産調整についてでご

ざいますが、国のほうで、行政ルートで米の

生産調整を実施するのは、本年29年産までと

なっております。 

 30年産からは、行政による生産調整の目標

数量の配分は廃止されるという流れになって

おりまして、今後は、農業再生協議会、それ

から行政機関、農業団体が一体となった組織

の中で、それぞれの調整をしていくような形

を考えておりまして、そういう、何と申しま

すか、１年間ございますので、来年に向かっ

てそういったものを調整していければという

ことで、今体制整備をいたしております。 

 委員会のほうには、ちょっと報告する必要

があるのであれば、今後、次の機会にでもと

考えております。 

 

○山口裕委員長 ２題目、中村畜産課長。 

 

○中村畜産課長 本年度の全国和牛能力共進

会は、宮城県仙台市のほうで行われまして、

９月７日から11日の間に開催されます。 

 10年後はということで、その当時、田代県

議のほうから御質問いただいて、頑張ります

ということで回答させていただきまして、畜

連の穴見会長を初め、一生懸命誘致に向けて

頑張ってまいりましたけれども、10年後につ

きましても鹿児島に決まるようでございまし

て、何ともつらいんですけれども、改良につ

いては、今後引き続き頑張ってまいりたいと

思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

○前川收委員 来年度から新しい制度に米の

生産調整は移行していくということでありま

すから、もう農家の中には、この先どうなる

んだろうかという不安がかなり大きくありま

す。 

 というのは、生産調整しないでいいならし

ないでいいんでしょうけれども、しないまま

でいけば、これはもうどうなるか、皆さんが

御存じのとおりであります。米価は、もう暴

落していくということになるでしょう。です

から、一定の生産調整は必ず必要なわけで、

それを国や県、行政機関が主導しながらこれ

までやってきたと。 

 この後は、民間というですかね、行政機関

ではないというところでやるといっても、例

えば、これまで生産調整に協力した皆さん方

には、それなりに裏づけのある補塡があって

たわけですけれども、それらのものがどうな

っていくのという部分は、とても大きな不安

要素でありまして、経営そのものにかかわる

問題だと思っていますから、そういったもの

が今からどうなっていくかという情報は、確

定してからしか言えない部分はたくさんある

と思いますが、目標設定をしながらこういう

形でやりましょうという話は、ぜひやってい

っていただきたいと思ってますし、国がかか

わらなくなると、今度は、市町村や県の卖位

で、県内は一緒になると思いますが、他県と

熊本県が変わる、やり方が違ってくるという

ような状況が生まれる可能性があるのかなと

いうふうにも心配をしておりまして、そうな

ると必ず他県との比較が生まれてきて、よそ

の県はこうやっているけれども、熊本はどう

だという話が必ず出るわけでありますから、

その辺のところの調整も、全国一律のやり方
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で結果も一律にするのか、それとも県ごとに

変わってしまうと。県ごとに変わっても不思

議はないんですね、民間でやれという話にな

るわけですから。その辺の調整について、今

わかっている情報だけはちょっと教えてくだ

さい。 

 それと、共進会は５年後は無理だというこ

とですね、もう鹿児島に決まりそうだという

ことは。宮城がことしやるというのは、ちょ

うど５年６年で、震災後の５～６年でやっぱ

りやっちゃうわけですから、東北の大震災の

後で。去年熊本地震があって、かなり畜産農

家も痛めつけられたことはわかっていますけ

れども、それは東北も同じだったと思うんで

すね。 

 やっぱりこういうのは、目標設定をして目

指していく、そして目指すことが目的じゃな

くて、そのために生産基盤整備をしながら、

それからいい品種をしっかりつくっていくと

いう、大会を開催するに値するような環境を

しっかりつくるということが大切だと思って

まして、熊本がまだそういう状況に至ってな

いというふうに思うとすれば、とても残念な

ことでもございますし、まだ熊本県は一回も

開催したことがありませんね。 

 鹿児島は、多分今回初めてじゃないでしょ

う。もう２回目ですよね。そうなると、やっ

ぱり熊本も、地震だからということじゃなく

て、やっぱり目指すべき──もちろん地震が

あろうがなかろうが、５年後はもう決まった

かもしれませんけれども、そういう思いは持

っていただきたいなと思いますけれども、ど

のようにお考えでしょうか。 

 

○大島農産園芸課長 先に御質問のありまし

た生産調整に伴うことで２点御説明させてい

ただければと思います。 

 生産調整の実施に伴いまして、実施をされ

ている方、不参加の方で政策的に違いがあっ

たものとしましては、10アール当たり7,500

円支払われていた定額助成がございます。こ

ちらが30年産からは廃止ということで、29年

度限りというところが大きな変更点でござい

ます。 

 それから、国のほうは、生産調整という形

での目標面積ではなくて、需要状況の情報と

して、可能であれば都道府県ごと、市町村卖

位は無理かもしれませんけれども、都道府県

卖位では、熊本県はこれぐらいの需要があり

ますという情報はお出しいただくということ

でございます。 

 それから、今回の制度改正に伴いまして、

農業団体の系統組織の中で、委員が御心配さ

れたとおり、熊本はやってよその県はやらぬ

とか、よその県はやって熊本県がやらぬとい

うのは、なかなか生産調整の意味をなしませ

んので、全国段階で調整をされまして、お米

の主産県は全て目安となるような数値を出す

という方向で動いておりまして、本県も、ほ

かの県同様に、そういうスタイルで行きたい

というふうに考えております。 

 お米をほぼつくってらっしゃらない３県ほ

どが不参加というふうには聞いております

が、それ以外のところは全て参加するような

方向で今調整をしてございます。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 済みません、長くなって。も

ういっちょです。 

 7,500円がなくなるということは、果たし

てそれは生産調整できるようになるんですか

ね。とても疑問なんですけれども。 

 それは、国庫としての予算はなくなって

も、何らかの形でどっかからやっぱり出して

いくような話はするわけですか。要するに、

調整金というのが全くなくなるんですか、制

度として。お願いします。 

 

○大島農産園芸課長 済みません、今申しま

した7,500円は、主食用のお米をつくられる
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際に支払われるものでございます。それか

ら、主食用のお米から違う作物に、いわゆる

転作作物と言われるように作付されるものに

つきましては、一応、従前どおりの水準で助

成ができるような仕組みに現段階ではなって

ございます。 

 私どもとしましては、引き続き国のほうで

は予算の確保をしていただき、同様の助成水

準を維持してもらうように要望活動をしてい

るところでございます。 

 

○前川收委員 わかりました。ありがとうご

ざいます。 

 

○中村畜産課長 委員の御指摘のありました

点につきましては、共進会の開催にかかわら

ず、生産基盤の強化と改良についてはしっか

りと取り組んでまいりたいと思っておりま

す。 

 共進会の開催の前提となりますのは、農業

団体の連携でございます。畜連だけが一生懸

命やってもなかなか大会は誘致できませんの

で、そういった点、しっかりと連携できるよ

うに、県としても頑張ってまいりたいという

ことで思っておりますので、今後とも御指導

よろしくお願いいたします。 

 

○村上寅美委員 部長、ちょっと矛盾してい

るというか、私も果実連の筆頭理事をしてい

るから、そういうことではありがたいけれど

も、16ページの事業内容で、２番に学校給食

向け加工品の流通モデル実証事業ということ

がありますね。 

 だから、これは加工だから、ジュースとか

いろんな問題だろうと思うから、これは果実

連としても非常にありがたい話です。ところ

が、加工事業だけだから、ミカンとか梨と

か、皮をむかない、今の子供は。むきませ

ん。むき方も知らない。 

 だから、これは幼稚園、保育園から──制

度を何年か前つくってもらって、わずかだけ

ど制度だけつくってもらえば、果実連とか卖

協とか、それから生産者も──むくことを知

らないものだから、そしてそのまま成長して

いくものだから。 

 だから、ジュース、ジュースで、ジュース

はおかげで売れているんですよ。500億あり

ますから。果実連の売上げ500億のうちの350

億はジュースです。150億はこっちなんで

す、ミカンの。こっちのほうは知らない。知

らないじゃ困るわけですよ。むくことを知っ

てもらわないと困るわけですよ、幼稚園、保

育園から。ですね。 

 だから、何年か前、制度だけつくってもら

って、何百万かだけど、制度だけつくっても

らって、それを、県の指導で、ＪＡとそれか

ら卖協でそれをずっと色づけして、要するに

むくことを僕は推進したことがあったんです

が、この点は、部長どがんですか。加工だけ

でよかな。 

 

○濱田農林水産部長 確かに村上先生がおっ

しゃるとおり、過去にそういった事業を組ん

だことは私も記憶にございます。その結果、

給食の現場でミカンが使われたという状況も

存じ上げております。 

 今回のこの事業というのは、地産地消から

実は発展した事業でありまして、地産地消、

その地域地域で学校給食という大きなパイを

持っていますが、実はこれが給食のいろんな

制度の中で地産地消のものを使いにくいとい

う状況があって、その中で、この事業という

のは、その地元のやつを、じゃあ加工品とし

たら、すごく入りやすいじゃないかと。 

 １次加工も、もちろんあります。カット野

菜みたいなサラダの部分もございますけれど

も、そういった中で、とにかく学校給食の現

場に地域の産物を入れていこうという発想の

やつでございまして、別に加工品だけを優遇

して推奨しようという発想ではございません
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ので、またミカンの生食としての提供とか、

あるいは今、お茶の間に生食としてのミカン

がなかなか昔からすると量が激減していると

いう状況もありますので、そこはまた農産園

芸のほうと連携をしながら取り組んでいきた

いと思っています。 

 

○村上寅美委員 河内あたりは地産地消ばい

た、ミカンな。御存じですか。 

 だから、地産地消だからだめだということ

じゃなくて、地産地消だから、例えばＪＡ熊

本市、これは「夢未来」というのが全国でベ

スト５ぐらいの価格を取っとるけど、それで

も何回も言うけど、長崎県の半値なんです

よ。長崎は300円で取ってる、生産者が。熊

本県は150円ですよ、幹事長。手取りが。こ

れは全部生産者の生産意欲と、それから生産

者が、どういうふうにして農家所得を取るた

めにいいミカンをつくるかということに尽き

るわけだから。 

 だから、長崎の半値しか取ってないんです

よ。だからそれを、それならばやっぱりこの

熊本も負けじと、そんなに甲乙はないんだか

ら。それはもう和歌山、静岡、愛媛、熊本だ

からね、生産量からしても。 

 だから、その辺をぜひ県の施策として考え

ていただければ──金額の問題じゃないか

ら、制度の問題ですから、ぜひ検討してもら

いたいと思うけど、課長はいるか。 

 

○大島農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 委員御指摘のように、平成22年から３年

間、県の事業で、毎年、幼稚園、保育園に 

400万円ほど提供してまいりました。平成25

年度からは、果実連さんに事業を引き継いで

いただきまして、例えば、昨年であれば100

の幼稚園、保育園、9,777人の園児さんにミ

カンを提供、それから情報提供活動を実施し

ていただいておりまして、ありがとうござい

ます。 

 

○村上寅美委員 それは知っとるたい。それ

はわかっとるたい。県が、金の制度的に県の

ほうで推進してもらうと、やりいいわけよ。

果実連にしても、一般にしてもね。だから、

果実連に丸投げしたけんというような回答じ

ゃだめだよ、それは。検討してもらいたいと

いうことで、もう答えはそれ以上ないだろう

から、部長、覚えとってください。 

 以上です。 

 

○西岡勝成委員 ２点だけ。 

 農産園芸課ばかり続きますけれども、ここ

の29ページにもありますが、薬用植物。 

 私も、もう経済委員会、長くずっとおっ

て、商工のほうで、産学官の連携の中で、テ

レビを見ても、新聞を見ても、サプリメント

の宣伝ばっかりで、そういう流れの中で、中

山間地で稼げる農業、作物づくりということ

で、あれは商工が進めとったのかな。そうい

うプロジェクトがあって、予算もつけてやっ

てるようですが、実際に、この薬用植物なり

サプリメントの作物なりつくって、実際稼げ

る農業をやっているところはあるんですか

ね、県下で。 

 

○大島農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 委員お話がありましたように、近年中国の

ほうの漢方薬の調達が高値で、なかなか難し

くなって来ておりますので、日本漢方製薬製

剤協会、それから関連企業、それと地元のほ

うとのマッチング会が行われまして、熊本の

ほうでは、最近では、あさぎり町を中心とし

た球磨地域で、ミシマサイコという植物を株

式会社ツムラと生産拡大に入りつつあるよう

な状態で、今現在40ヘクタール近くまで栽培

していると聞いております。 
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○西岡勝成委員 もうからぬと、なかなか農

業も、そういう流れがあっても簡卖にいかぬ

と思うんですけれども、実は、天草でも株式

会社天草甘艸という会社ができて、要するに

熊大薬学部と連携をとって、これは企画の地

域振興課との流れの中でできたんですが、薬

学部が、甘草、甘い草、かんぞうを、先ほど

言われるように、中国からなかなか入りにく

くなってくるだろうという予想の中で、栽培

したらどうかということで、ことしから始ま

っていくんですが、栽培方法については、農

大でも試験をやったみたいですね、何年か前

に。 

 県から、稲本君かな、副校長で行ってた彼

あたりから聞いたんですが、栽培技術がまだ

確立されてなくて、寒いところでなかなか成

功しなかったということですが、天草では多

分大丈夫だろうという話で、その熊大の薬学

部と出資した株式会社天草甘艸という会社で

今からやっていくんですけど、ぜひ、熊大も

結構ですが、農大もそういう研究をされてた

なら一緒になって、ぜひ成功できる──私

も、きのう熊大の薬学部に行って、甘草の根

っこを食べさせてもらったら、非常に甘いん

ですね。 

 先々、やっぱり中国からの輸入が難しくな

ってくると言われておりますので、そういう

ものを戦略的にひとつやるために御協力をよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

○大島農産園芸課長 委員おっしゃったよう

に、合志のほうで、甘草は一時期栽培を尐し

推進した経緯がございます。その際に得た知

見が、ちょっと私も不案内ですけれども、あ

るようであれば、それを利用させていただい

て、合志のほうは、取引先の会社のほうがち

ょっと需要が減になってしまいまして、実

際、今のところ生産はもうほとんどされてな

いような状態で、委員が御指摘のように寒さ

との関係があるかもしれませんから、その辺

を踏まえて、私どもでやれる範囲で取り組ん

でまいりたいと思っております。 

 

○西岡勝成委員 もう１つ、水産振興課。 

 部長でもいいんですけれども、局長でもい

いんですが、要するに、農業にしても、林業

にしても、1.5次分のところ、要するに水産

で言えば水産加工業、林業で言えば製材業、

それと農業で言えば果実連あたり、ああいう

部分に対して、漁業が余りにも1.5次のとこ

ろに──組織改革もあって、漁政課とか振興

課とか漁港課とかあった時代からすると、何

かここの部分に光が当たりにくくなって、商

工なのか、漁業なのか、なかなか難しいんで

すよ、中途半端で。 

 私は、やっぱり１次産業により近い産業で

すよ、1.5次というのは。その辺のところ

は、やっぱり漁業は漁業の守備範囲で物事を

見てもらわないと、ただ、商工の関係で見る

と、工業生産じゃないもんですから、片一方

は。非常にわからない、わかりにくい。 

 牛深も、水産加工業、雑節の、うどん、そ

ばのだし原料は日本一の産地ですよ。こうい

うところをもうちょっと何かこう、行政とし

てかゆいところに手の届くようなものはでき

ないかなと。今のところ、ちょっとどうして

も商工のほうにウエートが移っているような

感じがするんですが、その辺はどうですか。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 委員御指摘の点でございますけれども、特

に牛深の漁業の歴史を見てみますと、昔か

ら、とってきて、そして、その漁業者がその

まま加工する、そして、それがだんだん分業

化されて、あるとき水産加工業となって、そ

こで尐し何といいましょうか、商工系になる

と申しましょうか、こう分離されてしまって

いるところはあろうかと思います。ですか

ら、もともとは水産から発展した部分であ
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る、そういう意味から水産で見ていけないか

という部分だと思っております。 

 私どもも、確かに商工の部分としてなかな

か入り込めないようなところもあるわけです

けれども、地域の漁業を考えますと、当然、

とったものを加工するということで、一連の

影響があるというふうに考えております。 

 例えば、今回、加工組合が今後どうやって

いくかということで、いろいろ地元で論議を

されておりますけれども、そういうものにつ

いては、積極的に御支援をして、一緒に考え

ていきたい、そして地域の漁業とともに発展

させていきたいというふうな思いではやって

いきたいというふうに思っております。 

 

○西岡勝成委員 ノリ養殖も一緒で、ノリを

つくるところまでやっぱり漁業ですよ、あそ

こまでは。牛深の雑節も、そこまでですよ、

多分。漁業だと言われるように、巻き網がと

って、巻き網の人たちが加工までやってた、

前はね。それが分離化されて加工業だけにな

ってはおりますけれども、1.5次ですよ。原

料としてつくっているところが商工に直に行

くと、なかなかわかってくれない。それで補

助率も悪い。 

 ぜひ、その辺はもう一回見直してもらっ

て、特に牛深の場合は、先ほど言われるよう

に1.5次ですよ。原料をつくっているところ

ですから、その辺のことをちょっと見直して

いただいて、御支援を賜りますように、御指

導を賜りますようにお願いしときます。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○前田憲秀委員 １点だけ、68ページの中山

間農業モデル地区支援事業についてお尋ねを

したいと思います。むらづくり課さんです

ね。 

 もう尐し詳しく全体の御説明もいただきた

いんですけれども、先ほどの説明の中で、意

欲ある地区に支援をという、たしか御説明が

あったと思うんですけれども、もう実際、こ

ういう支援が欲しいという、そういうふうに

意欲のある地区というのは実際あるものなの

か、この制度で意欲のある地区をもっと掘り

起こしたいというものなのか、そこら辺も含

めてお尋ねしたいと思います。 

 

○久保田むらづくり課長 むらづくり課でご

ざいます。 

 ２点御説明をいたします。 

 まず、事業制度について若干説明をさせて

いただきます。 

 対象となる地域は、先ほど主要事業で説明

をいたしました中山間地域等直接支払事業、

これに取り組んでおります地域の中で傾斜要

件が厳しいところですね。20分の１以上の傾

斜、非常に生産条件の厳しいところを対象と

して、それにまた準じるところというところ

で考えております。 

 そこの中で、いろんな今後の各集落の中で

の問題といいますか、課題を抱えているとこ

ろ、そちらをしっかり話し合いによって将来

のビジョンづくりをしていただくというの

が、まず１点でございます。 

 そのビジョンづくりに対しまして、関係の

市町村、あるいは県のほうから、有用な情報

提供をいたしまして、ビジョンづくりそのも

のを支援するというのが、まず１点でござい

ます。 

 それに基づきまして、そのビジョンを市町

村のほうから県にほうに上げていただきまし

て、そのビジョンに基づいていろんな計画を

立てていただきます。 

 例えば、うちの集落ではこういったところ

がまだ不十分だ、非常に補修が必要だ、整備

が必要だいうところが、先ほど申しました簡

易な基盤整備等というふうに表現をしており
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ますけれども、そういった計画を立てていた

だいて、それを手づくりといいますか、直営

施工に近い形での整備、地域みずからの整備

ですね。そこに対します経費を支援するとい

う事業でございます。これが主な制度でござ

います。 

 そういった地区が既に今あるのかという御

質問でございますが、この制度設計について

は、細かいところまで現在詰めておるところ

でございます。 

 予定としましては、５月中旬に市町村等を

対象としました説明会を開催いたしまして、

各地域振興局のほうにプロジェクトチームを

立ち上げております、そちらのほうでしっか

り、市町村からのそういう推薦といいます

か、上がってきたところについて、年度末ま

でにモデル地区を設定いたしまして、そのモ

デル地区を今回最大３年間の事業期間を予定

しておりますけれども、そちらのほうでしっ

かりその地域づくりの支援を行って、恐らく

課題も出てくるかと思いますけれども、そう

いったモデル地区を通じて地域づくりを支援

いたしまして、今後、その周辺の集落といい

ますか、中山間振興の啓発推進に努めていき

たいと、そういうモデル地区として起こした

事業でございます。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございます。 

 振興局でも、プロジェクトチームをつくっ

て、しっかりこれからもアピールをされると

いうことですので、この事業があるというの

を知らなかったということがないように、や

っぱり徹底をしていただきたいというのが１

点と、予算もこの時点で4,300万ですから、

まだその内容によってはアップを、計画もと

いうこともあり得るんじゃないかと思います

ので、そこら辺もしっかりと検討していただ

きたいと思います。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかに。 

 

○末松直洋委員 42ページの畜産課の大きな

２番の(1)のところで、肉用牛もですけれど

も、また乳用牛の資質向上のための家畜導入

に対する助成ということでありますが、乳用

牛の資質を上げるために導入することに助成

があるということでありますが、うちの地区

も今回の熊本地震で牛舎もかなり倒れており

まして、牛がかなり多く死んでおります。 

 建物は、被災者向けの経営育成体支援事業

で建つことは建つんですけれども、中に入れ

る牛を買うことができないということです

ね。かなり子牛も高くなっているということ

でありますので、そこら辺に対しての何らか

の助成はあるんでしょうか。 

 

○中村畜産課長 畜産課でございます。 

 死廃牛の事業につきましては、死んだ牛に

支援する事業を国のほうが出してくれまし

て、その事業を活用させていただいておりま

す。国の事業にのらない、例えば馬ですとか

鳥の一部ですか、そういうのは、国の事業が

なかったものについては卖県事業で支援して

おります。 

 あわせまして、先ほど御説明しました畜産

クラスター事業で、震災枠として特別枠をつ

くっていただきました。その事業では1,000

頭の枠をつくっていただきまして、１頭当た

り27万5,000円の支援をいただける事業をい

ただきまして、県下各地区で被災のあった地

域の家畜導入を拡大しておるところでござい

ます。 

 

○末松直洋委員 非常に助かる事業でありま

すが、今子牛の価格というのは大体幾らぐら

いするんですか。乳用牛。 

 

○中村畜産課長 今家畜は過去最高値がつい
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ておりまして、黒毛和種で１頭当たり、平均

でいきますと87万円、黒で84万円ということ

で、ほとんど黒と差がないような状況でござ

いまして、非常に、３年前の価格から約倍に

なっておるところでございます。 

 

○末松直洋委員 これは、その乳牛も大体同

じということですかね。 

 

○中村畜産課長 乳牛の価格で言いますと、

お肉用ということであれば、今のところ38万

から40万。素牛が、もともと安いものですか

ら、価格帯としては非常に安いんですけれど

も、過去に比べれば、この乳牛の部分も約倍

の価格帯で今推移しておるところでございま

す。 

 

○末松直洋委員 もう１つ、よろしいです

か。 

 69ページの技術管理課で、１の目的の中

に、情報システム、ＧＩＳ整備の活用を推進

するということでありますが、以前私も、山

口委員長と一緒に、このＧＩＳの研修を受け

たことがあるんですけれども、非常にすばら

しいシステムだなということを感じたわけで

ありますが、現時点で、市町村でどれぐらい

これを活用されているか、尐し教えていただ

ければと思います。 

 

○今田技術管理課長 技術管理課でございま

す。 

 詳細、済みません、全ての数字、ちょっと

手元には持っておりませんけれども、県下で

もかなり活用していただいている、使える状

態として加入していただいているというか、

使える状態になっております。 

 市町村、それからＪＡ、それと土地改良区

等で利活用されておりまして、市町村につき

ましては40市町村、農業委員会も含めて数え

ますと50ということの数字が上がっておりま

す。あと、土地改良区で27、ＪＡ卖協で６

と、あと、国、県と農業公社等で利活用して

いただいていると。 

 

○末松直洋委員 私も地元で農協とか市役所

の会議の中に出たことがあるんですけれど

も、このシステムを使って説明を受けたとい

うことがまだないもので、できれば本当に、

使っているなら使っているでいいけど、説明

するときも非常にやっぱりわかりやすいシス

テムだったと思います。 

 そして、もう１つ、熊本地震を経験して、

やはり農業面だけじゃなくて、今後のまちづ

くり、村づくりにぜひこのシステムを活用し

ていただければと思いますので、これは要望

であります。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○岩田智子委員 先ほど話題になった給食、

地産地消のことです。 

 16ページなんですけれども、この施策は、

去年私もお聞きしまして、とてもいいなと思

うものです。学校にずっと勤めていて、やっ

ぱり給食って、今子供たちの貧困とかも言わ

れていて、給食が物すごい子供たちの栄養源

になっているというか、そういう実情があり

ますし、熊本を離れて都会に住んでいる友達

や教え子たちが、やっぱり熊本に帰ってきた

ら、野菜がおいしい、水がおいしい、肉がお

いしいと、熊本の食べ物、こういう農産物の

おいしさをやっぱり実感しています。 

 大事にしていかなくちゃいけないなと思っ

ているんですけれども、この地産地消の学校

給食の取り組みと、これは農水関係での取り

組みなんですけれども、教育委員会に言う

と、学校給食というのは市町村ですよね、や

ってるのが。そういうところで教育委員会の

ほうではなかなか言えなかったんですけれど
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も、私は、こういう取り組みをこっちのほう

でしていただけるのがとてもうれしくて、こ

とし、去年と同じような地域でモデルでやっ

ていらっしゃるのか、何かちょっと変わった

ことがことしあるのかどうかをちょっとお聞

きしたいです。 

 

○山下流通アグリビジネス課長 16ページの

くまもとの未来を築く子どもたちへの学校給

食支援事業でございますが、これにつきまし

ては、本来、本県の学校給食におけます県産

品の利用というのがございまして、これは教

育庁のほうで調査してございますけれども、

熊本県は約50％の品目で県産品を使っている

という状況でございます。 

 全国平均は、最近の数字はございませんけ

れども、25年までの数字でございますけれど

も、25％ということでございまして、熊本県

の学校給食は県産品の利用が高いという素地

がもともとありまして、今回、地産地消とい

う場面で、ぜひ学校給食を活用させていただ

きたいということで、この事業に取り組んで

おります。 

 本年の２月の10日にキックオフ大会という

ものをさせていただきまして、県下で、特に

学校栄養士の方を呼びまして、まずは、たき

つけといいますか、火つけを行ったところで

ございます。 

 昨年度は、特にモデルとしては４地域でさ

せていただいておりますけれども、引き続き

行ったほうがいいところ、または、ある程度

また新しく手を挙げてくるところ、あると思

いますけれども、また本年度もモデルになる

ような地域をまず見つけながらやっていきた

いというふうに思っております。 

 ぜひ、また学校のほうでも理解促進に努め

ていきまして、どんどんどんどん地産地消が

進めばというふうに思っております。よろし

くお願いします。 

 

○岩田智子委員 よろしくお願いしたいと思

います。 

 先ほど部長も言われたように、１次加工と

かしたようなものをきちんとするというのも

供給の面では大事かなと思っているので、い

ろいろ工夫をして、もっともっとパーセンテ

ージが上がるように頑張っていただきたいな

と思っています。そして、それが全国的にも

広まって、熊本のいいところというふうにな

ればいいなと思っていますので、よろしくお

願いします。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○村上寅美委員 87ページの６番、これは確

認の意味であれしますけど、新規就業者、要

するに担い手を、親子とか後継者でありなが

ら、自分のところの新規就業者という形には

該当しないという話だったが、とんでもない

という話をしとったけど、これはどうなって

いるの、今現在は。新規就業者。わかる、意

味は。親子は該当せぬと言うもんだから。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 親元就業につきましては、確かに支援が薄

いということで、現在、国のほうに親元就業

などを含めたところで支援をしていただきた

い、制度を変えていただきたいということ

で、国のほうにも要望を続けているところで

ございます。 

 

○村上寅美委員 そうか。要望の段階……。 

 

○山田水産振興課長 はい。 

 

○村上寅美委員 決定はしてないわけだな。

県は、基本的には要望するということは、そ
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ういう方針で行くということだな。 

 

○山田水産振興課長 実際に、例えばノリ養

殖業なんかにいたしましても、設備投資が非

常に高くつきます。外部の方からぱっと来て

ノリ養殖ができるかと言われると、なかなか

厳しいところがあろうかと思います。現実的

には、やはり親元就業をされて、後継者とし

て育っていただくということは非常に大事な

ことだというふうに考えております。 

 

○村上寅美委員 それはぜひ推進してもらわ

ないと、もうことしも５軒か６軒やめている

から。これだけいいのにやめているというこ

とは、いないんですよ、職員が。新人も来る

人がいないからやめざるを得ないと。それは

5,000万、１億上げているんですよ、トップ

は。それでもやめる。ことしが４軒か５軒や

めている。 

 これは、なぜかというと、人がいないもん

だから。だから、この辺を何とか、大学生じ

ゃないけど、何とか中小企業でも、新卒で

も、そういう人たちが来て経験をすると。経

験は、教育委員会の問題になると思うけど、

その辺があれば、勤労奉仕じゃなくて、学術

研修としては非常にいいと思う。これは、こ

こで言うあれじゃなかと思うけど、教育委員

会の問題だろうけどね。 

 例えば、農林漁業なんか、霞が関に行った

ら、全然経験がなくて法律はつくっていくわ

けですよね。だから、私は、そういう意味

で、ぜひ熊本版を──これは部長のあれと知

事のあれだろうけど、そういうふうにして経

験しているということで、東大、京大とか、

向こうに行って霞が関で法律をつくるわけだ

から、非常に経験というのは大事じゃないか

と。知事が全くそのとおりだろうと思うね、

ネブラスカで。と思うから、要望で結構で

す。 

 それから、もう一つはミカン、36ページの

ミカン。 

 これは、どういうふうな政策を持ってるわ

け。例えば、助成とかいろんな問題で。ミカ

ンな河内だけじゃなかけんね。（「梨もある

よ、クリもあるよ」「ミカンだけか」と呼ぶ

者あり） 

 だから、内容については、タイベックは３

年以内、これは長崎のまねだろうと思うけ

ど、これはいいことだけど、それに対して、

どういうふうな……。 

 

○大島農産園芸課長 36ページに果樹競争力

強化推進事業とありますように、今までは根

元にマルチをしたりしている方はいらっしゃ

ったんですけれども、全面にマルチをしてな

くて、やっぱりどうしても糖度が上がらなか

ったということがございます。 

 そういったことで、全面マルチシートを取

り組むということで、30ヘクタール程度を目

指して、それから浮き皮軽減対策、これは60

ヘクタール程度を目指して、ジベレリン、そ

れからジャスモン酸散布、そういったものを

進めたいというふうに考えております。 

 

○村上寅美委員 だから今既に、これは産地

集落別みたいな形で、飛び地じゃいかぬもん

だから、この問題は。だから、既に河内だけ

で８つぐらい、もう立ち上げております。立

ち上げて、県の主導でぜひやるようにと。基

盤整備の中の一つとしてやらなくちゃいかぬ

から。飛び地になったって、これは意味がな

いもんだから。だから、そういう意味で強力

に県から指導してください。 

 そうしないと、やっぱりそういう基盤整備

しないと、そうでなくても放棄地ができてる

んですよ、もう河内では。もう天水なんかも

半分ぐらい放棄地になっている。かわいそう

ですよ。だから、そういうことじゃいかぬか

ら、だからぜひひとつ、放棄地が出ないよう

にすることは近隣に迷惑もかけないから。こ
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れは前も言ったと思うけど。 

 だから、そういうことを県が思い切って推

進──やっぱり県は違うんですよ。ブランド

が違う、我々が言うのとは。いや本当に、君

を上げるわけじゃないぞ。だから、推進をし

てください。県から、こういうことですよ

と。そして、我々は、担い手育成という形に

なると、そうすると丸投げしとった果実連で

もてこ入れしますから。やっぱり県の御旗が

要るわけよ、錦の御旗が。(発言する者あり)

すぐひがむけんね。 

 

○大島農産園芸課長 済みません。時間の都

合で主要な事業をちょっと割愛し過ぎまし

て、きょうの資料に載ってない事業で、農

地・担い手支援課と連携して、樹園地集積の

事業も並行してやっておりまして、４地区頑

張って担い手集積してまいります。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○山口裕委員長 なければ、以上で質疑を終

了いたします。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申し出が２件あっており

ますが、100分を過ぎましたので、ここで10

分間休憩したいと思います。 

  午後２時47分休憩 

     ――――――――――――――― 

  午後２時54分開議 

○山口裕委員長 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 報告について、執行部から説明を求めま

す。 

 説明については、一括して質疑を受けたい

と思いますので、まずは、報告を２点、よろ

しくお願いします。 

 それでは、熊本地震による農林水産業の被

害及び復旧・復興の状況についてお願いしま

す。 

 

○千田農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 農林水産常任委員会報告資料、(1)熊本地

震による農林水産業の被害及び復旧・復興の

状況について報告させていただきます。 

 資料は、最近の動きについて朱書きにして

おりますが、この中で重立ったものを説明さ

せていただきます。 

 １ページをお願いいたします。 

 農林水産関係被害についてですが、２ペー

ジの下のとおり、４月時点での被害額は

1,777億円余となっております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 以下は、熊本地震被害に対する対応状況に

なります。 

 まず、農業施設及び農業機械の復旧を支援

する被災農業者向け経営体育成支援事業です

が、３ページ下のミシン囲みの上にあります

ように、平成28年度内の交付決定額が220億

円余、進捗状況は、申請件数8,557件に対

し、年度内完了が3,255件、33％となってい

ます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 下段の自力施工による農地・農業用施設の

復旧・復興について、復興基金を財源としま

した農家の自立復旧支援事業の平成28年度中

の実績が1,597件、1.5億円余となっていま

す。 

 ８ページをお願いいたします。 

 林業分野になります。 

 山地崩壊箇所の復旧ですが、災害関連緊急

治山事業で、34カ所、35億円余の事業決定済

み、うち20カ所が契約済みで、そのうち４カ

所が完成済みとなっています。 

 10ページをお願いいたします。 

 水産業分野になります。 

 水産業共同利用施設等の復旧ですが、強い

水産業づくり交付金で、県漁連荷さばき所に
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ついて、2.6億円余が交付決定済み、また、

既に着工済みとなっています。 

 以上、重立った部分のみですが、説明を終

わります。 

 

○山口裕委員長 続きまして、中山間地域振

興対策についてお願いいたします。 

 

○久保田むらづくり課長 むらづくり課でご

ざいます。 

 報告の２件目でございます。 

 別紙(2)中山間地域振興対策について御報

告を申し上げます。 

 あけていただきまして、次のページ、説明

資料でございます。 

 当委員会等におきまして、御提言が昨年度

まであってございます中山間地域対策につい

てということで、部の取り組みについて御報

告を申し上げます。 

 タイトルにありますとおり、未来につなげ

るくまもとの中山間地農業、こういうスロー

ガンを掲げまして振興を図ってまいります。 

 まず、現状と課題でございますが、御案内

のとおり、中山間地域、平たん部と比較しま

しても、以前のとおり厳しい状況でございま

す。 

 その下にございますとおり、平成28年度に

おきまして、農村地域を中心に実態調査を行

いました。県下の中山間地域等直接支払いに

取り組んでおります約1,000の集落につきま

して実態調査を行いまして、85％の回答をい

ただいたということで、その中で具体的な課

題が浮き彫りになったところでございます。 

 その主なものを６項目ほど掲載しておりま

す。 

 特に、その中で４つ目でございます。所得

向上による農業経営の経済的安定というのを

求める声が極めて顕著でございました。 

 このような実態調査、状況を踏まえ、地域

の特性に応じた施策展開ということでござい

まして、中央部の上ほどでございます。 

 先ほど委員のほうからお尋ねもございまし

たとおり、県においては、本庁、出先に、そ

れぞれ中山間地域農業支援プロジェクトチー

ムというのを昨年度立ち上げを行いました。 

 今後、先ほど御説明申し上げましたモデル

地区の支援を行いまして、これを契機にいろ

んな対策を実施してまいりたいと考えてござ

います。 

 その際、重要な項目としまして、資料中央

部にございますとおり、３つの柱を掲げてお

るところでございます。 

 実態調査を踏まえまして、まずは、収益性

の高い作物の導入など、柱となる所得の確保

を主軸としまして、これを起こす、動き出す

担い手の確保と、生産のフィールドでござい

ます農地基盤の整備と集積、この柱に、所得

と密接に関連をいたします鳥獣被害対策、こ

れを重点事項と位置づけまして、一体的に推

進を行ってまいります。 

 また、林業や観光、他分野との連携によ

る、いわゆる農業外収入の増加も非常に望む

声が強いことから、あわせて複合的収入の確

保や農村の環境の継承も推進をしてまいりま

す。 

 推進に当たりまして、特に大事にしており

ますこと、今後、市町村や集落、農業者等に

対して説明を行ってまいりますが、丁寧かつ

わかりやすい効率的な情報発信、これをもと

としまして対応してまいります。 

 例えば、お手元に別冊でお配りをしており

ます「くまもとの中山間地域農業」、現在、

未定稿で申しわけございませんが、こういっ

た逆引き風の支援集、事業メニューを幅広く

配布、説明を行いまして、進めていきたいと

思っております。 

 当委員会で御提言もありましたとおり、今

後とも、意欲ある中山間地域が、しっかりと

話し合いによるビジョン、こういったものを

行い、取り組めますように、積極的なパッケ
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ージ化の充実を図りますとともに、見えてき

ました課題については整理をして、国に対し

て、中山間地域振興の実効的な政策提案や事

業の要件緩和等を発信してまいりたいと考え

てございます。 

 報告は以上でございます。 

 

○山口裕委員長 以上で報告が終了しました

ので、報告に対する質疑を受けたいと思いま

す。質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 まず、災害のほうなんですけ

れども、山地崩壊の治山事業というのは、今

一生懸命やっていただいて大変感謝している

ところでありますが、この先まだまだ事業を

やらざるを得ない箇所というのはたくさんあ

ると思うんですね。それで、今でも国直轄を

お願いしている箇所がたくさんあって、それ

には国のほうからもお応えをいただいており

ます。 

 ただ、ちょっと気になるのは、まだ確定で

はありませんけれども、一部熊日報道による

と、いわゆる砂防と治山というのは、現場で

見ると、もちろんちっちゃな小川が入ってい

る、谷川が入っているというところが砂防に

なるんでしょう。余り川がないところが多分

治山でしょうけれども、現場は、実態的に言

うと余り変わらぬというんですかね、素人が

見れば、どっちが治山でどっちが砂防ですか

というのはほとんど見分けがつかないという

ことだろうと思います。 

 そういった中で、砂防については、国が、

阿蘇のカルデラの中ですが、かなり積極的に

国営で国直轄で取り組んでいただけるやに、

そういう動きがあっているというふうに聞い

ておりますけれども、国交省と林野庁の違い

は当然あるにしても、同じエリアの中で、砂

防は国でやりましょう、治山は県直轄でとい

うところの仕切りがなかなか難しいんじゃな

いかなと思って、なるだけ、治山が砂防と見

えるところはやっぱり砂防でやってもらうと

か、国直轄の部分をお願いしてふやしていく

とか、その辺の戦略は何かお持ちですか。 

 

○木下森林保全課長 森林保全課でございま

すけれども、今御指摘といいますか、国の直

轄砂防の件については、私たちも新聞情報程

度のものしか情報としては把握しておりませ

ん。 

 ただ、県の砂防課とは情報交換をしなが

ら、どういうスケジュールだったり、どうい

うタイミングで直轄を決めて、どういう仕事

に入っていくといったようなところは、でき

るだけ情報収集を今している段階でございま

す。 

 今後の治山としての取り組み方針という

か、そういったところのお尋ねかと思います

けれども、まだ情報収集している段階でござ

いますので、今のところは答えというものを

まだ持っておりません。申しわけございませ

ん。 

 

○前川收委員 了解です。 

 ただ、ぜひ情報収集していただいて──隣

は砂防で国直轄、隣は治山で県営でという話

に結果としてなっていくと思いますよ、今の

ままだったら。もちろん、国直轄がどこまで

進むかはこれからの話でしょうし、まだ調整

中の部分がたくさんあると思いますが、いず

れにしても、国に対するアプローチをやって

いるということは間違いないと思っています

ので、ぜひ治山関係のそういうアプローチを

するなり、調整するなりお願いしたいと思い

ます。 

 

○濱田農林水産部長 ちょっと私のほうから

補足をいたします。 

 発災直後の話にちょっとさかのぼるんです

けれども、あのとき、国のほうから、やはり

今回の激甚な災害に応じて、やっぱり国とし
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ても仕事を吸い上げてやってやるべきじゃな

いかという話の中で、直轄という話が出てき

たわけです。 

 それは、まず土木が先行したのは間違いな

いんですが、その後もやはり林野庁が追っか

けてきて、国交省がやるならうちもやるぞと

いう競争関係で後から追っかけてきて、あれ

だけ拾っていただいた経緯がございます。今

回も同じような状況だと、私は推察をいたし

ます。 

 連休明けに、我々のほうも九州森林管理局

と今後の進め方について会合する場を持って

おりますので、今みたいな問題意識、ダイレ

クトには言わずとも、そういった問題意識は

うちにもあるし地域にもあるしという話をし

っかりとお伝えしていきたいと思います。 

 

○前川收委員 よろしくお願いします。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 

○前田憲秀委員 熊本地震からの復旧状況に

ついての３ページですけれども、被災農業者

向け経営体育成支援事業についてですが、こ

れ今御説明あったように、３月末までに10回

の交付があったということで、非常にもうあ

りがたいんですが、当初、再建を請け負う事

業者が非常に不足して、思うように復旧が進

まないという話も、以前質問のやりとりでも

ありましたけれども、そこら辺はどうです

か。尐しでも改善はされているんでしょう

か。 

 

○鳥井農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課でございます。 

 農業用施設の再建につきまして、問題がい

ろいろありましたので、現状を市町村等に確

認しております。 

 その中で、今相談のあっているケースのう

ちほぼ７割は、既にやってもらう事業者は確

保していると。ただ、スケジュール、ちょっ

と待ってくれとか、順番の関係で、まだ事業

に着手できていないとか、そういうものが７

割ということでかなり多うございました。 

 残り３割の方については、まだ確保できて

ないということで、市町村のほうにお願いを

して、既にある程度余裕のある事業者さんを

紹介してもらうとか、そういったことをして

もらうようにお願いをしております。 

 

○前田憲秀委員 引き続きしっかり支援をお

願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 

○西岡勝成委員 中山間地域、先ほど申し上

げましたように、熊本県の農業の、要するに

大規模農業をやられているところは、それな

りに成果を上げて、農業県熊本としての成果

も上がっているんですけれども、問題は、要

するに、この中山間地域の農業をいかに稼げ

る農業にするか、これ一番大きなポイントだ

と思うんですね。現状を今見ても、所得や年

齢層、生産性を含めて、ここをどうアップし

ていくか。 

 漁業でも、やっぱりすき間産業みたいなと

ころがあるんですよ。牛深のキビナゴ網って

あるんですけれども、夫婦２人でされるんで

すけれども、1,000万を超える所得を――種

もまかぬでやるわけですから、やっておられ

るような漁業者もおるんですね。 

 やはりそういう稼げる漁業のモデルみたい

なものを、地域の気候条件、土地条件を含め

て、やっぱり作物戦略だと思うんですね、最

終的には。その辺をしっかりつくり上げて、

これを熊本県が中山間地域の農業を成功に導

けば、本当の農業県になると思いますので、

ぜひ力を入れて頑張ってください。 

 以上です。 
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○久保田むらづくり課長 むらづくり課でご

ざいます。 

 今委員おっしゃられましたとおり、この３

つの柱の中でも、主軸にしております所得向

上、これが何よりの課題でもありますし、農

業者の一番望むところでございます。 

 委員おっしゃられましたとおり、中山間地

域、非常に生産条件も悪うございますけれど

も、一方で、非常に有用な資源、量は尐ない

かもしれませんけれども、いろんな伝統文化

も含めまして、景観保全も含めて、非常に魅

力ある資源を抱えておるところでございま

す。 

 したがいまして、いろんな中山間地域があ

るかと思いますけれども、その実態に即した

いろんなタイプがあるかと思いますけれど

も、そういったところ、いわゆる所得向上、

これは農業収入もございますけれども、先ほ

ど申しました、他分野との連携によって、全

体の収入を上げることによって、農村地域で

の安定な生活につながって、定住促進につな

がる、農業振興につながるという側面もござ

いますので、先ほど申しましたモデル地区の

選定、各地域から上がってまいりますけれど

も、いろんなパターンがあって、これを頑張

って成功事例に導いて、そういうのを一つの

パターン化して、パッケージ化を充実して、

周辺の集落あるいは他のところへの啓発、そ

ういうふうになるように、課題はその中で尐

しずつ出てくるかもしれませんけれども、そ

こは一つ一つ粘り強く対応してまいりたい

と、このように考えてございます。 

 以上でございます。 

 

○西岡勝成委員 頑張ってください。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 

○末松直洋委員 今の中山間地農業に関して

ですけれども、中山間地農業、稼げる農業も

非常に大事なことなんですけれども、やはり

継続できる農業もぜひ考えていただければと

思います。 

 それが、この間、宇城の上の美里町の方に

ちょっとお話を聞いたんですけれども、どが

んするなら農業やめられるどか、ちょっと教

えてくれと言わしたつですよ。やはりやめる

にもお金がかなりかかるということで、それ

はといいますと、美里には土地改良区が３つ

あるんですけれども、その水利費が、安いと

ころで10アール当たり9,000円ぐらい、高い

ところで２万5,000円ぐらいかかる。粗収入

が10万円ぐらいしか上がらぬ米ですよ。それ

で、水利費だけでそれだけかかったら、もう

とてもやっていけない。 

 やはりもう損得抜きに農業をされている方

がかなり多いんですよ、やはり先祖代々の土

地を守ってきたということで。ただ、中山間

地域の水田農業が破綻したら、もう二度と農

業、農地はできなくなると思うんです。 

 やはり、今現在、ホールクロップとか飼料

米とかがあるから、どうにか水田農業が保た

れているんですけれども、そこが破綻した

ら、もう平地までかなり影響してくると思い

ますので。 

 稼げる農業も非常に大事なことです、もち

ろん。ただ、継続していける農業もぜひ考え

ていただければと思います。 

 これは要望です。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 私のほうから１点発言させてください。 

 まず、１の熊本地震の復旧・復興について

でありますけれども、過日、橋口副委員長と

この委員会にかかわる団体のところを訪問さ

せていただきました。 

 その折に、今回の熊本地震の対応につい

て、政治、そして行政の迅速な対応に本当に

喜んでおられた現場が多々ありました。皆さ
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んのこの１年の頑張りを評価したいと思いま

すし、一日も早く復旧、復興がなし遂げられ

るように、今後も努力していただきたいなと

感じたところです。どうぞ、この１年間よろ

しくお願いいたします。 

 なければ、これで報告に対する質疑を終了

いたします。 

 次に、その他で何かありませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○山口裕委員長 なければ、以上で本日の議

題は全て終了いたしました。 

 最後に、陳情・要望書が２件提出されてお

ります。参考としてお手元に写しを配付して

おります。 

 それでは、これをもちまして、第２回農林

水産常任委員会を閉会いたします。 

 お疲れさまでございました。 

  午後３時14分閉会 
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